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我々はこれまで， (1) BMIの抵い者(低BMI者)で，
徐脂肪組織畿の少ないことにより“ j三鼓の筋力けの低

いこと， (2) BMIの高い者(高BMI者)において，体

重負梼の影響する“全身の移動能力"や“起立・姿勢

変換"の抵いこと (3)抵BM!者は高齢であるほど体

力が抵いこと， (4) “全身の移動能力"は， BMlの大

きさに関わらず高齢であるほど体力が抵いこと， (5) 
高13Ml者は，年齢に関わらず総合的な体力が佳いこと

を報告した. したがって 体力水準より高齢者におけ
るBMIの適正範留を考えた場合 体力を良好に保持す

るための8Mlは体力襲素別に異なるとの奴説をたてる

ことができる.本研究の自的は，高幹女性の体力と

body mass index (8MI)の関係から体力を良好に保

持するのに必要なBMIの適性範簡を提案することで

あった.対象者は， 60歳以上の高齢女性520名 (69.6
土5.0議)とした.“全身の移動能力ヘ“起立-姿勢変
換¥“」ニ肢の筋力"の3つを体力要素と定義し，対象

者に対し体力要素に関連する8つの{卒カ項目(握力，
連続上腕昭伸(J;JJ二，上肢の筋力)， 8の字歩行，連続

立ち上がり動作，開銀片足立ち(以上，全身の移動能
力)，起立時間，長座位体部j詰，ファンクショナル 1)ー

チ(以上，起立・姿勢変換))を測定した.これらの

体力測定値は，対象者全体における体力の平均値と
準{謡差をf吏用し， zスコアに変換した.その後，各体

力要素の許髄は，構成する体力測定項目 (2-3項目)
におけるZスコアの平均鑑とした.このように， zス
コアで、評価した各体力要素をy轄にBMIをx轄として，

直線または曲線限帰に当てはめたところ，“全身の移

動能力けと“起立・姿勢変換"では査線関係を，“上

肢の筋力"では岱銭関係を示した.また， zスコアが

0を基準とし， rO以上であれば体力を良好に保持して

いるJ と仮定した場合，“上肢の務力"ではBMIが22.1
以上31.1来i謁， H 全身の移動能力"ではBM124.6未満，

H起立・姿勢変換吋ではBMI24.5未満において，各

体力要素を良好に保持している可能性が示された.さ

らに，体力測定8項目により評価された体力を“総合

体力"と仮定し， 13MIとの関係を検討したところ，

やかな曲線関係を示した.zスコアが0を基準として
体力を良好!こ保持しているBMIを求めたところ， s!¥11 
26.1未満であった.これらの結果より， (l) 13Mlが低
いほど体力が高いわ汁ではないこと， (2) BMIがある

{穫を超えると体力に不利益をもたらす可能性のあるこ

と， (3) BMI 30を超えると上肢， 下肢ともに体力が

低い傾向にあることが明らかになった.以上より，高

齢者が良好な体力を保持するのに必要なBM!!立体力要

素によって異なり， BMI 22.1以上24.5未満であれば

援数の体力要素を良好に保持していると考えられた.
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